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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月9日(2014.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、軽量化部４の中心側端部と外周部側端部の厚さの比Ｈ1：Ｈ2は、必要な剛性を確
保し且つフランジ外周部の軽量化を図る観点からは、好ましくは５：４～３：２であり、
より好ましくは４：３である。
　具体的には、好ましい中心側の軽量化部４の大きさＨ1は、１．９０～２．１０ｍｍで
あり、好ましい外周部側の軽量化部４の大きさＨ2は、１．４５～１．５５ｍｍである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　さらに、リブ５の外周部（外側ガイド部５ｂ）の高さｈは、必要な剛性を確保し且つフ
ランジ外周部の軽量化を図る観点からは、０．４～０．５ｍｍとすることが好ましい。
　さらにまた、リブ５間の間隔（クリアランス）Ｃは、リブ面への接着フィルム貼り付き
防止と隙間への接着フィルム脱落防止の観点からは、接着フィルム６の幅に対し、０．０
５～０．１０ｍｍ離間するように設定することが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　一方、リブ５のフランジ外周部（外側ガイド部５ｂ）における高さｈは、第１及び第２
フランジ部１１、１２の内側面から０．５ｍｍとなるようにした。
　また、リブ５の内側ガイド部５ａは、等間隔で１２本設けた。
　このリール部材１に、接着フィルム６として長さ５００ｍの異方導電性接着フィルム６
を巻き取った。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４】
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